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３ 主 題 単元３ 電流

４ 主題について

(１)単元について

この単元は、静電気や電流回路の実験を通して、電流や電圧の概念を理解させること、また、電流の磁気

作用に関する観察・実験を通して、電流と磁界の相互作用についての初歩的な理解をさせることが主なねら

いである。

そこで、まず、静電気の学習に置いて興味・関心を喚起し、いろいろな電流回路の実験を行うことによっ

て、小学校での定性的な電流概念を定量的な電流概念に移行させ、電圧、電気抵抗についても理解させるよ

うにしたい。さらに、電流の発熱作用、磁気作用、電流と磁界の相互作用を調べることにより、日常生活に

利用されている電流のはたらきの基礎を学ばせたい。

(２)生徒の実態

生徒たちは、普段から、電流のはたらきを利用した電気製品や電子機器に囲まれて生活している。また、

小学校の段階で電流回路や磁石、電磁石について学習するなど、電流についての基礎的なことを学習してき

ている。しかし、電気製品や電子機器が複雑になっていることもあり、電流のはたらきについて、身近なも

のとしてとらえ、原理を理解することは難しくなってきている。中学校の段階で出てくるデータの数的処理

やグラフ作成などへの苦手意識が強い生徒も多い。

授業の受け方については、普段から落ち着いた態度で、実験・観察にも、進んで取り組んでいる。プリ

ントへの記入なども含め、指示されたことに対して、ほとんどの生徒がしっかり取り組むことができる。

しかし、その反面、発言などが少ないなど、積極性に欠ける面がみられる。実験の結果の予想をする場面

でも、なかなか理由を挙げられないなど、自分の考えを表現とすることを苦手とする傾向がみられる。

(３)指導の構想

電流・電圧・抵抗の概念は、電流計や電圧計などを介した電流回路の実験を通して形成されていく。電流

の発熱量も直接測定できないので、水の温度上昇を介して測定し、磁界も直接観察できないので、磁針や鉄

粉を介して観察する。このように電流は、直接観察することができないのでいろいろなものを介して学ぶた

め、生徒が理解するにはかなり難しい事象である。したがって、本単元を展開するに当たっては、それぞれ

の器具の操作方法を確実に習得させたうえで観察・実験を行わせ、モデル化、抽象化、グラフ化などの科学

的な方法を駆使しながら、電流の学習を進める必要がある。電流のはたらきについて、具体的な現象を通し

て規則性と見つけるとともに、日常生活の電気を用いた器具と関連付けながら、生徒の興味や関心を引き出

していきたい。また、基礎的な実験操作、測定結果をもとにしたグラフの作成、電流に関連する単位とその

求め方などについては丁寧な指導を心がけたい。

回路をつないだり、測定したデータを読み取ったりする場面で、見ているだけになってしまう生徒をで

きるだけつくらないように、用具を準備できる実験では、できるだけ少人数のグループをつくり、一人一

人が積極的に実験に携われるようにしたい。また、観察できないものをイメージさせていくため、具体的

な例を用いて予想を立てられるように、発問や課題提示を工夫していく必要がある。生徒自身の言葉で考

えをまとめさせる機会をふやし、発言を生かしていくなどしながら、意欲とともに表現力なども高めてい

きたい。



５ 単元の目標

(１) 自然事象への関心・意欲・態度

・電流について、電流による発熱や磁界についての事象に関心をもち、観察・実験を進んで行い、それらの

事象を日常生活と関連付けて考察することができる。

(２) 科学的な思考

・回路における電流や電圧の規則性と電気抵抗、電流による発熱や磁界とのかかわりなどについて、調べる

方法を考え、観察・実験などを行い、規則性を見いだすことができる。

(３) 観察・実験の技能・表現

・電流計や電圧計などの基礎操作を習得し、グラフの作成など記録の仕方を身に付け、回路における電流や

電圧の規則性と電気抵抗、電流と磁界の相互作用などについて、自らの考えを加えた観察・実験の報告書

を作成し、発表することができる。

(４) 自然事象についての知識・理解

・観察・実験などを通して、回路における電流や電圧の規則性と電気抵抗、電流と磁界の相互作用などにつ

いての基本的な概念や原理、法則を理解することができる。

６ 指導計画

１章 電流の流れ （１２時間）

２章 電流のはたらき （１０時間）

(１) 電流による発熱について調べ、電力との関係や熱量について理解し、説明できる ３時間

(２) 磁石の磁界の観察を通して磁力線や磁界の向きについて理解し、コイルなど、電流がつくる磁界に

（ ）ついて説明できる ３時間 本時２時間目

(３) 磁界の中で電流を流したときの、コイルや導線の動きについて説明できる ２時間

(４) コイル内の磁界の変化で電流が得られることを見いだし、電磁誘導の条件を説明できる ２時間

７ 本時について

(１)本時の目標

・磁石や電流による磁界の発生などの事象に関心をもち、観察・実験を進んで行うことができる。

（自然事象への関心・意欲・態度）

・観察・実験を通して、磁石や電流による磁界についての基本的な概念を理解することができる。

（自然事象についての知識・理解）

(２)研究主題にかかわる本時の構想

・課題提示の工夫

結果を予想しやすいように、例となる事象を提示し、発問を工夫する

・学習過程の工夫

少人数グループでの実験と話し合い活動を取り入れ、実験結果の予想をさせるなど、主体的に学習に

取り組むことができるようにする。



８ 本時の展開 ：学習課題 ：予想される生徒の反応

関：自然事象への関心・意欲・態度 思：科学的な思考 観：観察・実験の技能・表現 知：自然事象についての知識・理解

段 過 学習活動 指導上の留意点 評価の場面と 教材・教具

階程 具体の評価規準

１ 前時の復習をする １ 学習シート導 課

OHP入題 ・磁力、磁界の向きなど、前時に学習した ・学習シートをもとに本時の学習に必要な基礎用語につい

基礎用語を再確認し学習内容を想起する て確認する。 シートづ 。 TP

２ 学習課題を確認する ２ 本時の学習課題を提示するく

り

（

磁石のまわりの磁界がどのようになって５

いるのかを確かめよう分

）

３ 課題追求 ３展 課

(１) 棒磁石のまわりの磁界 (１)開 題

・磁界の向きについての予想を発表する。 ・前時に予想を立てた棒磁石のまわりの磁界の向きについ シート追 TP

て数名に発表させる。求

・実験で確かめ結果を記録する。 ・実験方法と結果のまとめ方について説明する（鉄粉のま 関：進んで実験を行い結 棒磁石

き方について注意をする。 果をまとめることがで 方位磁針）

・実験結果から気付いたことをまとめる。 ・磁界の向きをつなげて考えさせ、規則性を見いだすこと きたか。

ができるようにする。 技：実験結果を正確にま

。一定の方向を向いていない とめることができたか

極の方を向いているS

思：磁界の向きの規則性 磁界説明器

・磁力線についての説明を聞く。 ・磁力線について説明し、中間まとめをする。 を見いだすことができ

・鉄粉を用いて磁石のまわりの磁界を確か ・鉄粉を用いて磁力線を確かめる方法があることを紹介し たか。 鉄粉、

める。 実際に確かめさせる。 思：棒磁石の結果をもと 磁界説明器

(２) 電磁石のまわりの磁界 (２) にして電磁石について

・電磁石の場合の磁力線はどうなるか予想 ・棒磁石のまわりの磁力線をもとに予想させ数名に発表さ の予想を立てることが

する。 せる。 できたか。

・実験で確かめ、結果をプリントにまとめ ・実験方法と結果のまとめ方について説明する（電磁石の 電磁石ま 。

る。 扱い方について注意する） 乾電池
（

と

・実験結果から気付いたことをまとめる。 ・グループで話し合いながらまとめる。 思：棒磁石のまわりの磁4 め
界との共通点を見いだ0

棒磁石と同じような磁力線ができる すことができたか。分

）

、・電磁石のまわりにできる磁界のようす ・電磁石のまわりの磁界の向きや磁力線について演示をし

について説明を聞く。 棒磁石と比較して説明する。

４ まとめをする ４終

・２つの磁石のまわりの磁界のようすにつ ・２つの磁石のまわりの磁界のようすについて板書をしな結

いてプリントにまとめる。 がらまとめる。

５ 自己評価をする ５ 自己評価をさせる

（

授業を振り返り自己評価を行う プリントに自己評価をまとめさせ回収する。５

６ 次時の予告を聞く ６ 次時の予告を行う分

１本の導線とコイルのまわりの磁界

）
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